
第１１０号議案 

 

 

 

   中野区立小学校及び中学校教育職員の給与に関する条例の一部

を改正する条例 

 

 

 上記の議案を提出します。 

 

 

 

  令和６年１１月２７日 

 

 

 

          提出者 中野区長  酒 井 直 人    

 

 

 

 

 

 

（提案理由） 

 小学校及び中学校教育職員の給与を改定する必要がある。  



   中野区立小学校及び中学校教育職員の給与に関する条例の一部

を改正する条例 

 

第１条 中野区立小学校及び中学校教育職員の給与に関する条例（平

成２９年中野区条例第３８号）の一部を次のように改正する。 

  第２０条第２項中「１００分の１２０」を「１００分の１３０」

に改める。 

  第２３条第２項中「１００分の１１２．５」を「１００分の１２

２．５」に改める。 

  別表第１中「１６８，３２０円」を「１９３，３６０円」に改め

る。 

第２条 中野区立小学校及び中学校教育職員の給与に関する条例の一

部を次のように改正する。 

  第２０条第２項中「１００分の１３０」を「１００分の１２５」

に改める。 

  第２３条第２項中「１００分の１２２．５」を「１００分の１１

７．５」に改める。 

   附 則 

（施行期日等） 

１ この条例は、公布の日から施行する。ただし、第２条の規定は、

令和７年４月１日から施行する。 

２ 第１条の規定（第２０条第２項及び第２３条第２項の改正規定を

除く。）による改正後の中野区立小学校及び中学校教育職員の給与

に関する条例（以下「改正後の条例」という。）の規定は、令和６

年４月１日から適用する。 

（給与の内払） 

３ 改正後の条例の規定を適用する場合においては、第１条の規定に



よる改正前の中野区立小学校及び中学校教育職員の給与に関する条

例の規定に基づいて支給された給与は、改正後の条例の規定による

給与の内払とみなす。 

（委任） 

４ 前項に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、

特別区人事委員会の承認を得て、中野区教育委員会が定める。 


